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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間周波数特性を変えることができる光学ローパスフィルタを備えたカメラにおいて、
　前記光学ローパスフィルタの空間周波数特性を変化させ、互いに異なる空間周波数特性
で複数回撮影を行うブラケティング撮影手段を備えたことを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記ブラケティング撮影手段は、異なるカットオフ周波数で複数回撮影を行うことを特
徴とするカメラ。
【請求項３】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記ブラケティング撮影手段は、空間周波数成分に関して異なる低減量で複数回撮影を
行うことを特徴とするカメラ。
【請求項４】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記光学ローパスフィルタは、光路中に配設された光弾性部材と、電圧が印加され前記
光弾性部材に疎密波を発生させる圧電変換素子とを備え、
　前記電圧の周波数および電圧値の少なくとも一方を変えて前記空間周波数特性を変化さ
せることを特徴とするカメラ。
【請求項５】
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　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記光学ローパスフィルタは、光路中に配設された光弾性部材と、前記光弾性部材に応
力を付加する応力付加手段とを備え、
　前記光弾性部材に付加される応力を変えて前記空間周波数特性を変化させることを特徴
とするカメラ。
【請求項６】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記光学ローパスフィルタは、光路中に配設された透明平行平板と、前記透明平行平板
の入射面と光軸との角度が変化するように前記透明平行平板を揺動振動させる駆動手段と
を備え、
　前記揺動振動の振幅を変えて前記空間周波数特性を変化させることを特徴とするカメラ
。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のカメラにおいて、
　ブラケティング撮影における前記空間周波数特性に関する条件を設定する設定手段をさ
らに備え、
　前記ブラケティング撮影手段は、前記設定手段により設定された条件に基づいてブラケ
ティング撮影を行うことを特徴とするカメラ。
【請求項８】
　請求項７に記載のカメラにおいて、
　前記設定手段は、前記空間周波数特性を指定するための指定操作部を備えたことを特徴
とするカメラ。
【請求項９】
　請求項８に記載のカメラにおいて、
　前記光学ローパスフィルタの空間周波数特性を予め複数記憶する記憶部を備え、
　前記指定操作部は、前記記憶部に記憶された複数の空間周波数特性から任意の空間周波
数特性を指定することを特徴とするカメラ。
【請求項１０】
　請求項７に記載のカメラにおいて、
　前記設定手段は、撮影レンズのＭＴＦ（Modulated Transfer Function）特性に応じて
前記ブラケティング撮影における空間周波数特性を設定することを特徴とするカメラ。
【請求項１１】
　請求項７に記載のカメラにおいて、
　カメラの姿勢を検知する姿勢検知手段をさらに備え、
　前記設定手段は、前記姿勢検知手段により検知されたカメラ姿勢に応じて前記ブラケテ
ィング撮影における空間周波数特性を設定することを特徴とするカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可変型の光学ローパスフィルタを備えるカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラやデジタルカメラなど固体撮像素子を使用するカメラでは、レンズによっ
て結像された像に撮像素子のサンプリング周波数と同程度以上の高周波数成分が含まれて
いると、モアレにより撮像画像が劣化するという現象が起こる。従来は、このようなモア
レの発生を防止するために、結像された被写体像の高周波成分を減衰させる目的で光学ロ
ーパスフィルタが使用されている。また、光学材料に加える応力を可変とすることで、空
間周波数特性を変えることができる光学ローパスフィルタも知られている（例えば、特許
文献１参照）。
【０００３】
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【特許文献１】特開２００３－１６７１２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、空間周波数特性が可変な光学ローパスフィルタを用いた場合、光学ローパス
フィルタの空間周波数特性をマニュアルで適切に調整するのが難しく、撮影者の意図する
画像を得るのに手間がかかるという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明は、空間周波数特性を変えることができる光学ローパスフィルタを備え
たカメラに適用され、光学ローパスフィルタの空間周波数特性を変化させ、互いに異なる
空間周波数特性で複数回撮影を行うブラケティング撮影手段を備えたことを特徴とする。
　請求項２の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、異なるカットオフ周波数で複数
回撮影を行うようにしたものである。
　請求項３の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、空間周波数成分に関して異なる
低減量で複数回撮影を行うようにしたものである。
　請求項４の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、光学ローパスフィルタは、光路
中に配設された光弾性部材と、電圧が印加され光弾性部材に疎密波を発生させる圧電変換
素子とを備え、電圧の周波数および電圧値の少なくとも一方を変えて空間周波数特性を変
化させるものである。
　請求項５の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、光学ローパスフィルタは、光路
中に配設された光弾性部材と、光弾性部材に応力を付加する応力付加手段とを備え、光弾
性部材に付加される応力を変えて空間周波数特性を変化させるものである。
　請求項６の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、光学ローパスフィルタは、光路
中に配設された透明平行平板と、透明平行平板の入射面と光軸との角度が変化するように
透明平行平板を揺動振動させる駆動手段とを備え、揺動振動の振幅を変えて空間周波数特
性を変化させるものである。
　請求項７の発明は、請求項１～６のいずれかに記載のカメラにおいて、ブラケティング
撮影における空間周波数特性に関する条件を設定する設定手段をさらに備え、ブラケティ
ング撮影手段は、設定手段により設定された条件に基づいてブラケティング撮影を行うよ
うにしたものである。
　請求項８の発明は、請求項７に記載のカメラにおいて、設定手段は、空間周波数特性を
指定するための指定操作部を備えたものである。
　請求項９の発明は、請求項８に記載のカメラにおいて、光学ローパスフィルタの空間周
波数特性を予め複数記憶する記憶部を備え、指定操作部により、記憶部に記憶された複数
の空間周波数特性から任意の空間周波数特性を指定するようにしたものである。
　請求項１０の発明は、請求項７に記載のカメラにおいて、撮影レンズのＭＴＦ（Modula
ted Transfer Function）特性に応じてブラケティング撮影における空間周波数特性を設
定するようにしたものである。
　請求項１１の発明は、請求項７に記載のカメラにおいて、カメラの姿勢を検知する姿勢
検知手段をさらに備え、姿勢検知手段により検知されたカメラ姿勢に応じてブラケティン
グ撮影における空間周波数特性を設定するようにしたものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、光学ローパスフィルタの空間周波数特性を変化させ、互いに異なる空
間周波数特性で複数回撮影を行うブラケティング撮影が可能なので、撮影者の意図に沿う
画像を容易に得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図を参照して本発明を実施するための最良の形態について説明する。図１は本発
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明によるカメラの一実施の形態を示すブロック図であり、一眼レフ式のデジタルスチルカ
メラの概略構成を示したものである。図１において、１は撮影レンズ、３はクイックリタ
ーンミラー、４は光学ローパスフィルタ、５はフォーカルプレーンシャッタ、６は撮像素
子、７はファインダー光学系、８は光学ローパスフィルタ４の駆動回路である。
【０００８】
　１０は表示モニタであり、カメラ背面側から表示面を観察することができる。表示モニ
タ１０には撮影画像や再生画像を表示したり、各種設定画面を表示したりすることができ
る。１１はカメラ姿勢を検知する姿勢センサであり、１２は各種データを記憶するための
記憶部である。１３は制御演算部であり、後述するブラケティング撮影制御やブラケティ
ング撮影時の特性設定など、カメラ全体の制御や各種演算を行う。制御演算部１３には、
入力操作部１４が接続されている。
【０００９】
　光学ローパスフィルタ４，フォーカルプレーンシャッタ５および撮像素子６は、それぞ
れ撮影レンズ１の光軸２上に配設されている。クイックリターンミラー３は、図１に示す
光軸位置と不図示の光軸外位置との間を移動できるように設けられている。クイックリタ
ーンミラー３が図１のように光軸位置に配設されると、撮影レンズ１からの被写体光はク
イックリターンミラー３によりファインダー光学系７へと反射される。ファインダー光学
系７にはペンタプリズム７１や接眼レンズ７２が設けられており、接眼レンズ７２を介し
て被写体像を観察することができる。
【００１０】
　一方、被写体を撮影する場合には、クイックリターンミラー３は不図示の光軸外位置に
移動されるとともにフォーカルプレーンシャッタ５の開閉動作が行われ、被写体光に対し
て撮像素子６が所定時間露光される。この露光の際には、駆動回路８により光学ローパス
フィルタ４が駆動される。すなわち、撮像素子６に入射する被写体光は、光学ローパスフ
ィルタ４の空間周波数特性に応じて高周波成分が除去される。撮像素子６はＣＣＤやＣＭ
ＯＳ等の固体撮像素子で構成され、複数の受光画素が２次元的に配列されている。
【００１１】
　図２はカメラ本体の背面側を示す図である。カメラ本体の背面には、ファインダ接眼部
２０が設けられており、上述したように図１の接眼レンズ７２を介して観察画面内の被写
体像を観察することができる。カメラ背面には、入力操作部１４を構成する十字型選択ボ
タン２２、撮影モード切替スイッチ２３が設けられている。十字型選択ボタン２２には、
矢印キー２２ａ～２２ｄおよび中央キー２２ｅが設けられている。
【００１２】
《光学ローパスフィルタ４の説明》
　図３は光学ローパスフィルタ４を撮影レンズ１側から見た平面図である。４１は光弾性
部材であり、本実施の形態では石英ガラスから成る矩形状の平行平板を用いているが、こ
れに限らない。光弾性部材４１に用いる材料としては石英ガラスに限らず種々のものが可
能であるが、使用する光の透過性が良好なガラスや単結晶が好ましい。
【００１３】
　例えば、可視光を取り扱うカメラ等の場合には、少なくとも波長４５０ｎｍから７５０
ｎｍの範囲の光を透過する材料を使用する。また、光透過性の程度としては、上記波長帯
域の分光透過率が部材厚さ１ｍｍあたり５０％以上であることが望ましい。このような光
透過性の定量は、分光光度計などの分光透過率測定装置で行う。光透過性が良好な材料と
しては、ガラスの場合にはクラウンガラス，フリントガラス，石英ガラス等があり、結晶
材料の場合にはモリブデン酸鉛、二酸化テルル等が好適である。もちろん、本発明におけ
る光弾性部材４１は、これらのガラスや結晶材料に限定されるものではない。
【００１４】
　図３に示す例では、矩形状の光弾性部材４１の上辺Ａに、圧電体４２が固設されている
。これは、光学ローパスフィルタ４により光線を一方向（図示上下方向）に分離する場合
を示したものであり、一方向に分離する場合、圧電体４２の固設位置は上辺Ａに限らず、
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４辺Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのいずれか一つに設ければ良い。圧電素子４２を辺Ａ，Ｃに設ければ
光線は上下に分離され、辺Ｂ，Ｄに設けた場合には光線は左右に分離される。分離動作の
原理はいずれの場合も同じなので、ここでは代表して辺Ａに固設した場合で説明する。
【００１５】
　なお、縦横２方向に分離させる場合には、辺Ａ，Ｃのいずれかと、辺Ｂ，Ｄのいずれか
にそれぞれ圧電体を設ければ良い。それらの圧電体を独立して制御することにより、縦方
向の特性と横方向の特性とを独立に制御することができる。
【００１６】
　駆動回路８から圧電体４２に高周波電圧が印加されると、圧電体４２は図示上下方向に
振動する。光学ローパスフィルタとして機能させる場合には、１ＭＨｚ～１００ＭＨｚ程
度の周波数を有する高周波電圧が圧電体４２に印加される。この周波数域は音として人間
の耳に聞こえない超音波の周波数帯域であり、このような周波数帯域の振動を発生させる
圧電体４２としてはリチウムナイオベイトが一般的であるが、ジルコン酸チタン酸鉛（Ｐ
ＺＴ）やチタン酸バリウム等のセラミックスでも良く、必ずしもこれらに限定されるもの
ではない。
【００１７】
　圧電体４２を振動させると、矢印４３で示すように光弾性部材４１の上辺Ａから下辺Ｃ
へと進行する疎密波が発生し、その周波数は圧電体４２に印加された電力の周波数に等し
くなる。その結果、光弾性部材４１の内部に周期的な密度分布が形成され、光弾性部材４
１の面内で周期的に変化する屈折率分布が形成される。４４は疎密波の波面を示したもの
であり、波面４４は進行方向４３に垂直となる。例えば、波面４４の位置を分布が密な部
分とすれば、それらの中間に分布が疎となる部分が発生する。密部分同士の間隔は疎密波
の波長Λになっている。すなわち、屈折率分布の空間的な周期はΛとなっている。
【００１８】
　図３に示すような周期的な屈折率分布が形成された光弾性部材４１に光が入射すると、
音響効果によるラマン・ナス（Raman-Nath）回折あるいは音響効果によるブラッグ回折と
呼ばれる回折現象が発生する。すなわち、周期的な屈折率分布が形成された光弾性部材４
１に入射した光線は回折され、一部は０次光としてそのまま進行し、一部は進行方向を変
えられて出射する。
【００１９】
　このとき、ｍ次回折光の分離角度θｍは、回折次数をｍ、光の波長をλとすると、次式
（１）で表される。また、周期的な屈折率分布の周期（幅）Λは、圧電体４２に印加する
高周波電圧の周波数をｆ、光弾性部材４１内における音速をｖとすると、次式（２）のよ
うに表される。
　　　sinθｍ＝ｍ・λ／Λ　　　…（１）
　　　Λ＝ｖ／ｆ　　　　　　…（２）
【００２０】
　光弾性部材４１を透過して分離される光線の分離角度θｍは比較的小さい値であるので
、sinθｍ≒θｍのように近似することができ、式（１）は式（３）のように表すことが
できる。
　　　θｍ＝ｍ・λ／Λ　　　…（３）
【００２１】
　したがって、光弾性部材４１を用いることにより、被写体光を複数に分離することが可
能となる。一般に、ラマン・ナス回折で分離した光線は、光弾性部材４１の中を通る音波
の強さにより、０次光、±１次光、±２次光、…のように順に高次の回折をすることにな
る。なお、本実施形態では、ラマン・ナス回折の±４次光の回折光までを考えることにす
るが、これに限られるものではない。図５は、与える音波の強さ（音波パワー）と各次光
の回折光強度（振幅）との関係を示したものである。
【００２２】
　まず、分離幅について説明する。図４に示すように、光弾性部材４１から撮像素子６の



(6) JP 4687525 B2 2011.5.25

10

20

30

40

50

撮像面までの距離をＬとし、撮像面でのｍ次光の分離幅をｄｍとすると、次式（４）が成
り立つ。
　　　ｄｍ／Ｌ＝tanθｍ

　　　　　　　≒θｍ　　　…（４）
　この式（４）と上述した式（３）を用いると、ｍ次光の分離幅ｄｍは次式（５）のよう
に表される。１次光の分離幅をｄとすれば、ｍ次光の分離幅ｄｍはｄ×ｍと表すことがで
きる。
　　　ｄｍ＝ｍ（λＬ／ｖ）・ｆ　　　…（５）
【００２３】
　例えば、光の波長をλ＝６００ｎｍ、距離Ｌ＝５ｍｍとし、光弾性部材４１に石英ガラ
スを用いた場合を考える。石英ガラス中の音速ｖはｖ＝６ｋｍ／ｓであるので、分離幅ｄ
を５μｍとするためには、印加電圧の周波数をｆ＝１０ＭＨｚとすれば良いことがわかる
。このとき、疎密波（超音波）の周期ΛはΛ＝０．６ｍｍとなるので、ｄ＝５μｍとなる
。カットオフ周波数は分離幅ｄに対して１／（２ｄ）と表されるので、１００（１／ｍｍ
）となる。
【００２４】
　また、印加する高周波電圧の電圧値を大きくして音波の強度を大きくすると、周期的屈
折率分布の振幅を大きくすることができ、逆に、電圧値を小さくすると周期的屈折率分布
の振幅を小さくすることができる。その結果、図５に示すように、電圧値の大きさを変え
て音波パワーを調整することにより、０次光に対するｍ次光の光量比、すなわち光学ロー
パスフィルタ４のフィルタ効果の程度を調整することができる。
【００２５】
　図５において、横軸は音波パワーの相対値を表しており、音波パワーは印加電圧の電圧
値に比例している。また、縦軸は光学ローパスフィルタ４を透過した光の振幅を表してお
り、印加電圧＝０のときに出射される０次光の振幅を１として各次光の振幅を表したもの
である。なお、音波パワー相対値とは、所定のローパス効果が得られたときの音波パワー
を１として相対値で表したものである。
【００２６】
《ＭＴＦ特性の説明》
　光学ローパスフィルタ４の空間周波数特性を表すものの一つとしてＭＴＦ（Modulated 
Transfer Function）特性があるが、図６～１１は種々のＭＴＦ特性について例示したも
のである。上述したように、印加される高周波電圧に周波数および電圧値の少なくとも一
方を種々の値に変化させることにより、様々なＭＴＦ特性を実現することができる。図６
は、分離幅＝５μｍ、音波パワー相対値＝０．７７であってローパス効果を弱めにした場
合のＭＴＦ特性を示したものである。
【００２７】
　図７は、分離幅＝５μｍ、音波パワー相対値＝１．２の場合のＭＴＦ特性である。これ
は、従来の特性が固定されたローパスフィルタで光を同方向に２点分離した典型的なロー
パス効果特性と、同様の特性となっている。図８は、分離幅＝３．３μｍ、音波パワー相
対値＝１．３８の場合のＭＴＦ特性である。これは、従来の固定ローパスフィルタで光を
同方向に４点分離した典型的なローパス効果特性と同様の特性であり、本実施の形態では
モアレ除去を優先するＭＴＦ特性となっている。
【００２８】
　図９は、音波パワー相対値を図８の場合と同じにして分離幅だけを１．５μｍと小さく
したものであり、解像を優先するＭＴＦ特性となっている。図９の状態から、音波パワー
相対値を１．３８に維持したまま分離幅を２μｍ、３．５μｍと大きくすると、図１０お
よび図１１に示すようなＭＦＴ特性となり、解像優先の特性からモアレ除去優先の特性へ
と変化する。
【００２９】
《ブラケティング撮影の説明》
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　次に、ブラケティング撮影動作について説明する。ブラケティング撮影を行う場合には
、図２に示した撮影モード切替スイッチ２３を操作してブラケティングモードに入る。ブ
ラケティングモードになると、図１２（ａ）に示すようにブラケティング撮影における撮
影枚数を設定する画面が表示される。ユーザは十字型選択ボタン２２の矢印キー２２ａ，
２２ｃを操作して所望の数字を表示させ、さらに中央キー２２ｅを押すことにより表示さ
せた数字を撮影枚数として設定する。
【００３０】
　撮影枚数が設定されると、図１２（ｂ）に示すようにカメラにプリセットされている撮
影パターンが表示モニタ１０に表示される。なお、図１２（ｂ）では、パターン１、パタ
ーン２、パターン３のように表示されているが、例えば、「モアレ除去優先」のような各
パターンの特徴が分かりやすいような名称を表示するようにしても良い。
【００３１】
　プリセットされている撮影パターンの例を説明する。パターン１には、なるべく高解像
度であってモアレがある程度低減された画像を得たい場合に適した撮影パターンが設定さ
れている。すなわち、印加電圧＝０のローパス効果無しの状態から、図７に示すようにモ
アレをほぼ除去できる状態までの間で、音波パワーだけを変化させて特性を変化させたも
のである。
【００３２】
　例えば、１枚目はローパス効果無しで撮影し、２枚目は分離幅＝５μｍ、音波パワー＝
０．５４で撮影し、３枚目は分離幅＝５μｍ、音波パワー＝０．７７で撮影し、４枚目は
分離幅＝５μｍ、音波パワー＝０．９１で撮影し、５枚目は分離幅＝５μｍ、音波パワー
＝１．２で撮影する。この場合、分離幅を一定に保って、音波パワーを撮影毎に大きくな
るように変化させる。３枚目のＭＴＦ特性は１枚目と５枚目の中間状態となるような特性
に設定され、２枚目のＭＴＦ特性は１枚目と３枚目の中間状態となるような特性に設定さ
れ、４枚目のＭＴＦ特性は３枚目と５枚目の中間状態となるような特性に設定される。
【００３３】
　また、パターン２には、被写体のモアレを発生させる空間周波数が比較的高い位置にし
かない場合に適した撮影パターンが設定されている。この場合、撮影毎に分離幅（つまり
カットオフ周波数）を変化させるパターンになっている。すなわち、１枚目は印加電圧＝
０のローパス効果無しで撮影し、２枚目は分離幅＝１．５μｍ、音波パワー＝１．３８で
撮影し、３枚目は分離幅＝２μｍ、音波パワー＝１．３８で撮影し、４枚目は分離幅＝２
．５μｍ、音波パワー＝１．３８で撮影し、５枚目は分離幅＝３．５μｍ、音波パワー＝
１．３８で撮影する。
【００３４】
　図１に示した記憶部１２には、このような撮影パターンが複数種類プリセットされてお
り、ユーザは十字型選択ボタン２２を操作してその中の一つを選択する。なお、撮影パタ
ーン選択後に、ブラケティング撮影に用いられる５種類のＭＴＦ特性パターンを表示モニ
タ１０に表示するようにしても良い。ユーザは、表示されたＭＴＦ特性パターンから、ど
のような撮影画像が得られるかを予め予測することができる。撮影後、ユーザはブラケテ
ィング撮影された５枚の画像を大型の表示装置に表示するなどして、最適な状態で撮影さ
れた画像を選択すれば良い。
【００３５】
　なお、本実施の形態では、１００（本／ｍｍ）よりもやや大きめの空間周波数が、撮像
素子６の画素ピッチよりも細かい映像信号となっていて、その空間周波数成分がモアレ発
生の原因となる。上述した図６～１１のＭＴＦ特性は、そのような撮像素子６を前提とし
て設定したものである。特に、図７や図１１のＭＴＦ特性では、周波数＝１００付近でほ
ぼ０近くまで小さくなっているので、モアレ除去効果が高い。
【００３６】
　ところで、図１１のＭＴＦ特性では、周波数が１８０（本／ｍｍ）以上では光がカット
オフされずに透過されてしまうが、一般的にカメラ用レンズのＭＴＦ特性は高周波数にな
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るほど値が小さいので、この領域における画像信号はかなり小さく、実際の撮影において
は問題とならない。そこで、撮影レンズ１のＭＴＦ特性に応じて、ブラケティング撮影時
のＭＴＦ特性が自動的に設定されるようにしても良い。例えば、高周波数側におけるＭＴ
Ｆ特性の低下が小さなレンズの場合、モアレ発生に影響する周波数領域の画像信号成分が
大きめとなるので、高周波側をより厳しくカットするようなＭＴＦ特性が設定されるよう
にする。
【００３７】
《ＭＴＦ特性の他の設定例》
（設定例１）
　上述した実施の形態では、撮影パターンを選択すると、設定枚数に合わせて各撮影毎の
ＭＴＦ特性が自動的に設定されたが、設定例１では、撮影パターンを選択するのではなく
、ＭＴＦ特性を決めるパラメータすなわち分離幅および音波パワーをユーザが設定する。
図１２（ａ）の設定画面で枚数設定を行うと、図１３に示すような設定画面が表示モニタ
１０に表示される。表示モニタ１０にはパラメータ変更前の基準ＭＴＦ特性１００が表示
され、基準ＭＴＦ特性１００の下側に表示されているスライドバー１０１，１０２を動か
操作して、分離幅および音波パワーを変更する。
【００３８】
　例えば、基準ＭＴＦ特性１００として図７に示すＭＴＦ特性を表示し、十字型選択ボタ
ン２２を操作してスライドバー１０１を左側に移動すると分離幅が小さくなり、逆に右側
に移動すると分離幅が大きくなる。また、スライドバー１０２を左側に移動すると音波パ
ワーが小さくなり、逆に右側に移動すると音波パワーが大きくなる。スライドバー１０２
を左端に移動して音波パワーを０とすると、印加電圧＝０とされてローパス効果無しの状
態となる。
【００３９】
　スライドバー１０１，１０２を所望の位置に移動して十字型選択ボタン２２の中央キー
２２ｅを押すと、選択された状態がＭＴＦ特性の上限値として設定される。そして、ロー
パス効果無しの状態と設定されたＭＴＦ特性の状態との間に、撮影枚数に応じた段階のＭ
ＴＦ特性が設定される。すなわち、撮影枚数が５枚であれば、ローパス効果無しの状態と
設定されたＭＴＦ特性とを含む５段階のＭＴＦ特性が自動的に設定される。なお、ここで
はＭＴＦ特性の上限値のみをユーザ設定できるようにしたが、下限値および上限値をユー
ザ設定できるようにしても良い。その場合、下限値と上限値との間で撮影枚数に応じた段
階設定が行われる。
【００４０】
（設定例２）
　上述した設定例１では、ローパス効果無しの状態と設定されたＭＴＦ特性との間、また
は、上限値と下限値との間を枚数に応じた段数でＭＴＦ特性を設定したが、設定例２では
、所定のＭＴＦ特性を中心とした複数段数のＭＴＦ特性を設定するようにした。例えば、
典型的な複数のＭＴＦ特性が予めプリセットされていて、ユーザはそれらの中から好みの
ＭＴＦ特性を選択する。そして、変化させるパラメータとして分離幅または音波パワーを
選択し、さらに、その変化幅を設定する。設定された撮影枚数が５枚であれば、選択され
たＭＴＦ特性を中心として、５段階のＭＴＦ特性が自動的に設定される。
【００４１】
　なお、ここでは中心となるＭＴＦ特性パターンを選択するようにしたが、ローパス効果
無しの状態から設定された変化幅で５段階（撮影枚数が５枚の場合）のＭＴＦ特性を設定
するようにしても良い。この場合、変化幅が設定されない他方のパラメータに関しては、
ユーザにより所望の値に設定し、ブラケティング撮影時にはその値に固定される。
【００４２】
（設定例３）
　設定例３では、複数のＭＴＦ特性が予めプリセットされていて、ユーザは撮影枚数と同
じ数だけ選択する。ブラケティング撮影では、選択されたＭＴＦ特性を用いて順に撮影が
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行われる。この場合、図１３のような設定画面を表示させてプリセットされているＭＴＦ
特性を修正し、その修正されたＭＴＦ特性をブラケティング撮影に用いるようにしても良
い。
【００４３】
　なお、上述した実施形態では、光線を１方向に分離する場合を例に説明したが、本発明
は、縦横の２方向に分離する場合にも同様に適用することができる。その場合、上述した
ようなＭＴＦ特性の設定を、縦横それぞれに対して独立に行うようにすればよい。また、
図１に示す姿勢センサ１１により検出されたカメラ姿勢に応じて、縦方向の設定と横方向
の設定とを入れ替えるようにしても良い。
【００４４】
　例えば、人物撮影時に、横に構えていたカメラを縦に構え直した場合を考える。人物が
横縞の衣服を着用していた場合、モアレが発生しないように撮像素子６の縦方向の画素ピ
ッチ（横位置に構えた場合）に対してＭＴＦ特性を設定する。ところが、ＭＴＦ特性を設
定した後にカメラ位置を横から縦に変更した場合、撮像素子６の横方向の画素ピッチに対
して再度設定をする必要がある。しかし、上述したように、姿勢センサ１１の検出値に応
じて縦方向の設定と横方向の設定とを入れ替えるように構成した場合、そのような再設定
を必要とせず、直ちに撮影動作に入れる。
【００４５】
　上述した実施の形態では、光学ローパスフィルタ４に光弾性部材を用いた場合について
説明したが、上述した特許文献１に記載されているような光学ローパスフィルタや、特開
２００５－２２９３８０号公報に記載されているような平行平板を揺動振動させる構成の
光学ローパスフィルタにも同様に適用することができる。特許文献１の光学ローパスフィ
ルタでは、印加する応力の大きさを変えて空間周波数特性を変更する。
【００４６】
　また、平行平板を揺動振動させる構成の光学ローパスフィルタの場合には、平行平板の
入射面と光軸との角度を変化させるように揺動振動させるが、この場合、揺動振動の振幅
を変えて空間周波数特性を変更する。なお、光学ローパスフィルタはソフトフォーカスフ
ィルタとしても機能するものであり、ソフトフォーカスフィルタのブラケティング撮影に
も同様に適用できる。
【００４７】
　上述したように、本実施の形態のカメラは、以下のような作用効果を奏する。
（１）空間周波数特性を変えることができる光学ローパスフィルタ４を備えたカメラにお
いて、光学ローパスフィルタ４の空間周波数特性を変化させ、互いに異なる空間周波数特
性で複数回撮影を行うブラケティング撮影を行うようにしたので、ＭＴＦ特性に関する詳
しい知識のない初心者でも、撮影者の意図に沿う画像を容易に得ることができる。
（２）また、ブラケティング撮影における空間周波数特性に関する条件を設定する入力操
作部１４を備え、その入力操作部１４を操作することにより、撮影枚数を設定したり、空
間周波数特性を指定したり、記憶部１２に記憶された複数の空間周波数特性から任意の空
間周波数特性を指定したりできるので、空間周波数特性の設定を容易に行うことができる
。
（３）カメラに装着された撮影レンズのＭＴＦ特性に応じてブラケティング撮影における
空間周波数特性を設定するようにしたので、例えばレンズ交換をした場合でも、交換後の
撮影レンズに適した特性設定を簡単に行うことができる。
（４）カメラの姿勢を検知する姿勢センサ１１を備えて、姿勢センサ１１により検知され
たカメラ姿勢に応じてブラケティング撮影における空間周波数特性を設定するようにした
ので、カメラ姿勢を変えた際に設定の変更をする必要がない。
【００４８】
　上述した実施の形態では一眼レフ式のデジタルカメラの光学ローパスフィルタを例に説
明したが、レンズ一体型のデジタルカメラにも同様に適用することができる。さらに、デ
ジタルスチルカメラに限らず、ビデオカメラなどのように固体撮像素子を備えた撮像装置
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は上記実施の形態に何ら限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明によるカメラの一実施の形態を示すブロック図であり、一眼レフ式のデジ
タルスチルカメラの概略構成を示したものである。
【図２】カメラ本体の背面側を示す図である。
【図３】光学ローパスフィルタ４を撮影レンズ１側から見た平面図である。
【図４】分離幅を説明する図である。
【図５】回折光の光量比を説明する図である。
【図６】分離幅＝５μｍ、音波パワー相対値＝０．７７の場合のＭＴＦ特性を示す図であ
る。
【図７】分離幅＝５μｍ、音波パワー相対値＝１．２の場合のＭＴＦ特性を示す図である
。
【図８】分離幅＝３．３μｍ、音波パワー相対値＝１．３８の場合のＭＴＦ特性を示す図
である。
【図９】分離幅＝１．５μｍ、音波パワー相対値＝１．３８の場合のＭＴＦ特性を示す図
である。
【図１０】分離幅＝２μｍ、音波パワー相対値＝１．３８の場合のＭＴＦ特性を示す図で
ある。
【図１１】分離幅＝３．５μｍ、音波パワー相対値＝１．３８の場合のＭＴＦ特性を示す
図である。
【図１２】ブラケティング撮影動作を説明する図であり、（ａ）は撮影枚数の設定画面を
、（ｂ）は撮影パターンの選択画面をそれぞれ示す。
【図１３】変形例１の場合の設定画面を示す図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１：撮影レンズ　　　　３：クイックリターンミラー　４：光学ローパスフィルタ
　６：撮像素子　　　　　７：ファインダー光学系　　　８：駆動回路
　１０：表示モニタ　　　１１：姿勢センサ　　　　　　１２：記憶部
　１３：制御演算部　　　１４：入力操作部　　　　　　２２：十字型選択ボタン
　２３：モード切替スイッチ　　４１：光弾性部材　　　４２：圧電体
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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